
前年度
事業実績

「福島県空き家・ふるさと復興支援事業」及び「福島県空き家再生・子育て支援事業」を統合（Ｒ２予算は両事業の合算）。
【補助件数】103件＋51件＝154件
うち、子育て加算：101件+6件＝107件

担当課 建築指導課

事業概要
新婚・子育て世帯、移住者・二地域居住者等が空き家を取得等して行う改修・建替・調
査に対し、補助する。

別紙説明 備　考

有 ―

Ｒ２
予算 142,400千円

Ｒ３
予算 146,000千円 R3－R2 3,600千円

前年度
事業実績

新型コロナウイルス感染症の流行により中止

施策 Ⅴ－１－(2) 事業名 （新）「住んでふくしま」空き家対策総合支援事業

担当課 こども・青少年政策課

事業概要
　社会全体で子育てを支援する機運を醸成するため、昔ながらの遊びや伝統を子どもた
ちに伝える「地域の寺子屋」、避難高齢者と地域の子どもたちとの交流を行う「避難先
の子どもと避難区域の高齢者との交流事業」を実施する。

別紙説明 備　考

有 ―

施策 Ⅴ－１－(5)外 事業名 地域の寺子屋推進事業
Ｒ２
予算 5,610千円

Ｒ３
予算 3,258千円 R3－R2 -2,352千円

　地域の特性を生かした自主的な子育て支援や親支援の活動を促進し、地域全体で子育
てを支援する機運の一層の推進を図るため、民間団体や市町村の取り組みを支援する。

別紙説明 備　考

有 ―

前年度
事業実績

民間団体が実施する地域の子育て支援や、市町村が独自の創意工夫により実施する子育て支援について補助を行った。
　民間団体　７件、補助額　4,748千円
　市町村　　 ３件、補助額　894千円

◆関連事業

施策 Ⅴ－１－(4) 事業名 子育ち・子育て環境づくり総合対策推進事業（地域で支える子育て推進事業）
Ｒ２
予算 13,188千円

Ｒ２
実績

67.1%

20,050千円 R3－R2 6,862千円

県政世論調査

◆指標推移（表・グラフ）

Ｒ３
予算 担当課 こども・青少年政策課、子育て支援課

事業概要

Ｒ２
目標

上昇
評価

【Ａ】
維持・上昇を
目指す

Ｒ６
目標

[出展]

①「県内で子育てしたい」と思っている人の割合 [指標番号] No.50

Ｒ１
基準

61.8%

子育て主要指標及び令和３年度関連事業

（単位：％）

年度 H28 H29 H30
R1

〈基準〉
R2 R3 R4 R5

R6
〈目標〉

数値 59.6 66.2 68.2 61.8 67.1 ― ― ― ―

増減 ― 6.6 2.0 △ 6.4 5.3 ― ― ― ―
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【指標評価】

現状値よりも上昇しているが、新型コロナウイルス感染症の影響によ

り、出産・子育ての負担は増加しているものと考えられることから、引き

続き、地域の子育て支援の取組に対して補助する等により、出産・子育て

しやすい環境づくりを推進する。

資料３
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事業実績
　特定不妊治療（体外受精・顕微授精）にかかった治療費の一部を助成した。
・助成件数５７３件／上乗せ５件

事業概要 　不妊治療を受けた夫婦の経済的負担軽減のために助成を行う。

別紙説明 備　考

有 ―

事業概要
　助産師の養成及び安定的な確保を進めるため、県立医大への助産師養成課程設置に向
けた各種整備を行う。

別紙説明 備　考

有 ―

世話やき人登録　112人（R3.3.31現在）　　ふくしま結婚マッチングシステム「はぴ福なび」登録者数　1,695人
ふくしま結婚サポーター企業登録数　444社（R3.3.31現在）　　イクメンセミナー　６回開催　参加者35家族106人
孫育てセミナー　５回開催　参加者21家族69人　　市町村企画事業24市町村  交付

施策 Ⅰ－２－(1)外

担当課 子育て支援課
Ｒ２
予算 133,706千円

Ｒ３
予算 343,963千円 R3－R2 210,257千円

事業実績
・福島県立医科大学内に助産師養成課程設置準備室との連携のもと、養成課程や文科省への申請準備、教員のリクルート等を実施。
・養成課程の施設整備に係る基本設計・実施設計、地質調査、駐車場設計等を実施

施策 Ⅰ－２－(1)外 事業名 不妊治療支援事業

586,446千円 担当課 医療人材対策室

事業名 助産師養成課程設置事業
Ｒ２
予算 110,994千円

Ｒ３
予算 697,440千円 R3－R2

こども・青少年政策課

結婚・子育て応援事業

別紙説明

有

備　考

「結婚から子育てまでみんなで支える環境
整備事業」の後継事業

R3－R2 49,245千円

事業概要

　県民が安心して家庭を持ち、子どもを生み、育てやすい社会を実現し、次世代を担う子どもたち
が夢と希望と福島に対する誇りを持って健やかに成長していく環境をつくるため、ふくしま結婚・
子育て応援センターを運営し、ネットワークを構築するとともに、結婚・妊娠・出産・子育てのラ
イフステージに応じた各種事業を実施する。

担当課

事業実績

施策 Ⅰ－１－(3)外 事業名

◆指標推移（表・グラフ）

◆関連図表（出生数及び婚姻数）

◆関連事業

Ｒ２
予算 90,603千円

Ｒ３
予算 139,848千円

1.61 [出展]
厚生労働省
「人口動態調査」

Ｒ２
実績

1.48
Ｈ３０
基準

1.53
Ｒ２
目標

1.56
評価

【Ｄ】
Ｒ６
目標

②合計特殊出生率 [指標番号] No.６

1.59

1.57

1.53

1.47
1.48

1.4

1.42

1.44

1.46

1.48

1.5

1.52

1.54

1.56

1.58

1.6

H28 H29 H30 R1 R2 R3 R4 R5 R6

【指標評価】

新型コロナウイルス感染症の流行により、妊娠等を控える傾向にあったと考

えられ、全国的に減傾向にあるが、本県は令和元年の1.47から0.01上昇し

ている。今後も引き続き、出産・子育てしやすい環境づくりを進める。
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（合計特殊出生率）

◆県婚姻数
年度 H28 H29 H30 R1 R2
数値 8,682 8,075 7,685 7,510 6,675
増減 ― △ 607 △ 390 △ 175 △ 835

◆出生数
年度 H28 H29 H30 R1 R2
数値 13,745 13,219 12,495 11,552 11,215
増減 ― △ 526 △ 724 △ 943 △ 337

◆全国
年度 H28 H29 H30 R1 R2 R3 R4 R5 R6

数値 1.44 1.43 1.42 1.36 1.34 ― ― ― ―
増減 ― △ 0.01 △ 0.01 △ 0.06 △ 0.02 ― ― ― ―

◆福島県

年度 H28 H29
H30

〈基準〉
R1 R2 R3 R4 R5

R6
〈目標〉

数値 1.59 1.57 1.53 1.47 1.48 ― ― ― 1.61
増減 ― △ 0.02 △ 0.04 △ 0.06 0.01 ― ― ― ―

県－国 0.15 0.14 0.11 0.11 0.14
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事業概要
　質の高い保育を提供することを目的に、幅広い分野の専門家から成る公益社団法人こ
ども環境学会と連携し、保育環境の向上に必要な施策を総合的に実施する。

別紙説明 備　考

有 ―

事業実績 保育環境向上のためセミナー及びワークショップを実施した。また、13施設に対して補助した。

事業実績 令和３年度新規事業。

施策 Ⅱ－2－(1) 事業名 ふくしま保育環境向上支援事業
Ｒ２
予算 15,533千円

Ｒ３
予算 10,918千円 R3－R2 -4,615千円 担当課 子育て支援課

Ｒ２
予算

Ｒ３
予算 39,500千円 R3－R2 39,500千円 担当課 子育て支援課

事業概要
　待機児童の９割をしめる低年齢児（０歳～２歳）児の受入体制を強化した施設の増加
を図るため、年度当初から配置基準を上回る保育士を配置する施設に対して、保育士加
配分の人件費相当額を市町村と折半して補助する。

別紙説明 備　考

有 ―

事業概要
　幼児期の教育・保育環境を整備するため、民間の認定こども園の整備を行う市町村に
対して支援する。【認定こども園の幼稚園機能部分】

別紙説明 備　考

有 ―

事業実績 10市町11施設の認定こども園の整備に対して補助を行った。

施策 Ⅱ－１－(1) 事業名 （新）低年齢児受入対策緊急支援事業

◆指標推移（表・グラフ）

◆関連図表（延長保育及び病児保育実施施設数）

◆関連事業

施策 Ⅱ－１－(1) 事業名 認定こども園施設整備事業
Ｒ２
予算 504,661千円

Ｒ３
予算 1,049,016千円 R3－R2 544,355千円 担当課 子育て支援課

③保育所入所希望者に対する待機児童数の割合 [指標番号] No.17

Ｒ１
基準

0.8%
Ｒ２
目標

0.6%
Ｒ２
実績

0.4%
評価

【Ａ】
Ｒ６
目標

0.0% [出展]
厚生労働省
「待機児童数調べ」

【指標評価】

保育所等の整備により、定員が増加したことなどから、待機児童数が減少した。

引き続き、待機児童の解消に向け、保育施設の整備、保育士の人材確保及び各種

研修等による保育の質の向上や、認可外保育施設への支援などを推進する。

◆待機児童数の割合 （単位：％）

年度 H28 H29 H30
R1

〈基準〉
R2 R3 R4 R5

R6
〈目標〉

数値 1.54 1.98 1.15 0.8 0.4 ― ― ― 0
増減 ― 0.4 △ 0.8 △ 0.4 △ 0.4 ― ― ― ―

◆待機児童数 （単位：人）
年度 H28 H29 H30 R1 R2 R3 R4 R5 R6

数値 462 616 371 274 141 ― ― ― ―
増減 ― 154 △ 245 △ 97 △ 133 ― ― ― ―
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【指標評価】

市町村における施設設置への積極的な取組によ

り目標を達成できたが、事業を実施する日及び時

間における職員の確保等が課題となっている。引

き続き市町村に補助金を交付するなど、延長保育

施設の設置促進を支援する。

【指標評価】

市町村における施設設置への積極的な取組によ

り目標を達成できたが、専用スペースの確保や看

護師等の配置等が課題となっている。引き続き市

町村に補助金を交付するなど、病児保育施設の設

置促進を支援する。

◆延長保育実施施設数 （単位：か所）

年度 H28 H29
H30

〈基準〉
R1 R2 R3 R4 R5

R6
〈目標〉

評価

数値 307 322 343 371 376 ― ― ― 408
増減 ― 15 21 28 5 ― ― ― ―

◆病児保育実施施設数 （単位：か所）

年度 H28 H29
H30

〈基準〉
R1 R2 R3 R4 R5

R6
〈目標〉

評価

数値 23 25 28 31 31 ― ― ― 33
増減 ― 2 3 3 0 ― ― ― ―

A

A

3/3


